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平成22年11月25日発行／第109号 和泊町議会だより ②

　委員会条例により常任委員会等、委員会が新しく構成されるにあたり、「住民と歩む議会、議員同士
が討議する議会、執行機関と切磋琢磨する議会」を目指し、分権改革、地域主権、財政難時代に即応
した議会改革の推進を議員各位及び議会事務局にご理解いただきたくと共にお願いをいたします。私
自身、躊躇することなく取組んでいきます。各委員会委員の皆様、特に新委員長、新副委員長には、
この事についてお願いをいたします。
　金子県議会議長の議会改革、栗山町議会の議会改革、夕張市の財政破綻経緯、そして地方分権改革
を契機に各市町村で議会改革、議会基本条例が検討され、奄美市においても、今年６月議会で議会基
本条例が制定され , 市長に反問権を与えております。又、県議会においても９月定例会で制定される予
定です。
　９月４日の新聞報道で、伊藤鹿児島県知事は二元代表制の堅持と地方公共団体の意思決定機関は首
長ではなく、議会にあると指摘（阿久根市の専決処分に関し）しております。この事は議会の議決が
如何に重いかという事であります。
　和泊町の事業計画は充分検討され議案として出ているでしょうか。将来を予測した効率のよい議案
になっているでしょうか。議案に対する議会常任委員会の調査は充分でしょうか。最近、事業計画の
精度が充分でなく、１つの事業に対し追加補正予算が出る、又、事業計画が確定するまで充分な時間
をかけた検討がなされていない議案が間々見受けられます。自主財源の少ない財政の厳しい自治体、
特に和泊町においては地方債残高が高い中で、費用対効果や将来的な補修等維持管理費や運営費のチ
ェックは大変大事であり、所管常任委員会は大きな役割と責任を担っています。私達は町民に代わっ
て行政を監視する立場にあります。行政が悪いのは議会が悪いからだと先輩からよく言われます。私
達は議会の機能を果たしているでしょうか。議員は財政に強いことが必修条件だと言われます。その
知識がないと質疑しても中身のある充分な答弁を執行部から得ることは難しいことです。さらに、議
員定数についても、行財政改革推進委員会で検討するよう指摘されているところであり、議会自ら取
組んで行かなければなりません。

以上の事から、
　１．分権改革、地域主権、財政の厳しい時代に即応した議会改革の推進。
　２．議会は合議制の機関であり、本会議における委員会報告と活発な議員間の自由討議、他委員会
　　　からの質疑による政策形成能力の強化と政策提案の拡大を図る事。
　３．重要議案については、起立採決し , 議員の責任を明確にすること。
　４．議会活動を最優先すると共に、議会活動を団体活動等議員外活動と混同せぬ事。
　５．議員申し合わせ事項について、会期中にプロジェクトを作り検討する事。
　６．議会事務局の業務の確認。
　７．議会書類の整理。（条例、規則などの整理）

について、議会改革の一環として早急に取組んでいただきますよう、重ねてお願いいたします。

任期の上半期を終え、平成２２年度第３回定例会において前田議長が異例の挨拶を行いまし
たので以下に掲載します。

第３回和泊町議会定例会全員協議会中間挨拶
和泊町議会議長　前田　　力
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一　般　質　問
町民に代わって行政を問う

平成22年（9月）第３回議会定例会

山下幸秀議員

谷山健一郎議員

質
問
１
　
①
本
町
の
役
場
庁
舎
は
昭

和
二
九
年
建
築
さ
れ
た
、
和
泊
小
学

校
跡
地
を
利
用
し
た
改
良
庁
舎
で
あ

り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
災
害

避
難
時
の
中
枢
施
設
で
あ
る
各
施
設

を
整
備
す
る
計
画
は
な
い
か
。

答
弁　

役
場
庁
舎
は
建
設
以
来
五
〇

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
ま
た
、

各
課
、
各
庁
舎
の
配
置
に
お
い
て
も

不
便
で
あ
り
、
事
務
効
率
の
低
下
を

招
い
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
第
五
次

総
合
振
興
計
画
の
中
で
、
財
政
状
況

を
十
分
把
握
し
て
基
金
の
増
額
に
努

め
、
建
設
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
新
庁
舎
建
設

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
同

時
に
、
教
育
委
員
会
や
議
会
議
事
堂

に
つ
い
て
も
一
体
と
な
っ
た
総
合
庁

舎
と
し
て
検
討
す
る
。

②
中
央
公
民
館
・
町
立
図
書
館
の
整

備
に
つ
い
て

答
弁　

中
央
公
民
館
は
昭
和
四
一
年
、

町
立
図
書
館
は
昭
和
五
五
年
に
建
設

さ
れ
、
多
く
の
町
民
に
利
用
さ
れ
て

い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
駐
車

場
の
狭
小
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
第

１　

行
政
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て 

２　

半
崎
か
ら
海
岸
へ
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

１　

平
成
二
一
年
度
産
農
畜
産
物
の
生
産
実
績
と
今
期
の

　
　

振
興
対
策
に
つ
い
て

２　

情
報
公
開
に
つ
い
て

五
次
総
合
振
興
計
画
の
中
で
、
社
会

教
育
施
設
の
在
り
方
を
総
合
的
に
検

討
す
る
。

質
問
２
　
以
前
整
備
さ
れ
た
こ
の
道

路
は
、
大
雨
に
よ
り
崩
壊
状
態
に
あ

る
。
再
度
、
整
備
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
弁　

現
場
を
調
査
し
た
と
こ 

ろ
、

直
径
一
ｍ
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
が
流
さ
れ

て
い
る
。
再
整
備
に
は
、
降
水
時
の

流
域
調
査
を
し
、
又
、
大
型
重
機
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
現
場
ま
で

の
進
入
に
お
い
て
民
有
地
が
あ
り
、

地
籍
の
筆
界
未
定
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
格
的
な
道
路
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
流
失
部
分
の
段

差
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

質
問
１
　
①
各
作
物
別
生
産
実
績
収

と
対
前
年
度
比
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
弁　

平
成
二
一
年
産
の
農
畜
産
物

全
体
の
販
売
額
は
、
野
菜
に
お
い
て

は
バ
レ
イ
シ
ョ
の
単
価
が
良
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
野
菜
全
体
で
増
額
と

な
っ
た
が
、
さ
と
う
き
び
が
夏
場
の

干
ば
つ
被
害
の
影
響
で
単
収
が
落

ち
た
こ
と
、
花
き
、 

畜
産
に
つ
い
て

は
、
景
気
の
低
迷
等
に
よ
る
消
費
の

減
退
で
価
格
が
下
落
し
た
こ
と
に

よ
り
、
総
額
で
七
二
七
二
万
九
千
円

減
の
五
九
億
四
三
八
五
万
円
と
な
っ

た
。
さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
、
二
．

六
％
減
の
八
億
一
七
三
九
万
三
千

円
、
野
菜
は
、
二
．
九
％
増

の
一
四
億
六
〇
三
五
万
一
千

円
、
花
き
は
、
二
．
〇
％
減

の
二
九
億
五
八
九
五
万
四
千

円
、
畜
産
は
、
七
．
四
％
減
の

六
億
二
八
一
九
万
八
千
円
と
な
っ
た
。

②
製
糖
期
の
前
進
化
に
つ
い
て

答
弁　

一
昨
年
、
昨
年
と
年
内
操
業

が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
四
月
下
旬
の

終
了
と
な
っ
た
。
製
糖
期
が
延
び
た

こ
と
に
よ
り
、
株
出
の
管
理
作
業
の

遅
れ
、
春
植
の
植
付
の
遅
れ
等
に
影

響
し
、次
年
度
の
減
収
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
月
末

か
遅
く
と
も
四
月
初
旬
に
製
糖
終
了

す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
生
産
見
込

量
に
応
じ
て
製
糖
開
始
を
早
め
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
会
社

と
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て
製
糖
の

前
進
化
に
取
組
む
。

③
口
蹄
疫
の
被
害
額
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
弁　

鹿
児
島
県
の
被
害
額
は
未

だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
県
の

口
蹄
疫
対
策
と
し
て
の
予
算
額
は
、

八
月
末
現
在
で
約
一
八
億
九
千
万

と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
も
、

来期 9万トンの収穫が
見込まれるさとうきび



平成22年11月25日発行／第109号 和泊町議会だより ④

一
三
〇
〇
万
の
予
算
を
計
上
し
、
口

蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
出
荷
の
遅
延
を

受
け
た
子
牛
に
対
す
る
育
成
費
の
負

担
軽
減
に
努
め
て
き
た
。
生
産
者
の

皆
様
に
は
今
後
と
も
善
良
な
管
理
に

努
め
て
い
た
だ
き
、
口
蹄
疫
の
侵
入

防
止
及
び
二
次
的
被
害
回
避
の
た
め
、

関
係
機
関
、
生
産
者
一
体
と
な
っ
て

取
組
む
。

質
問
２
　 

①
庁
舎
内
で
情
報
公
開
の

統
一
基
準
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

本
町
は
平
成
一
五
年
一
〇
月

に
和
泊
町
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情

報
保
護
条
例
及
び
関
係
規
則
を
公
布
、

施
行
し
て
い
る
。
情
報
公
開
の
基
準

と
し
て
は
、
条
例
第
五
条
に
お
い
て
、

原
則
と
し
て
行
政
文
書
を
開
示
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
例
外
と
し
て
、
法

令
等
で
開
示
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
情

報
や
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お

質
問
１
　
①
高
齢
化
が
進
む
昨
今
、

施
設
の
利
用
者
が
増
え
る
中
、
旧
炉
・

新
炉
共
に
故
障
が
危
惧
さ
れ
る
が
、

早
期
の
施
設
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

建
物
の
現
状
は
、
特
に
旧
炉

に
お
い
て
は
増
設
後
三
二
年
が
経
過

し
、
火
葬
炉
を
含
め
施
設
全
体
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。
火
葬
場
と

し
て
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
本
町
に
お
い

て
は
第
五
次
総
合
振
興
計
画
で
機
能

の
充
実
と
環
境
に
配
慮
し
た
火
葬
場

の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
早
期
整

備
に
つ
い
て
は
、
衛
生
管
理
組
合
の

総
合
的
な
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
知

名
町
と
も
協
議
し
な
が
ら
で
き
る
だ

け
早
期
に
整
備
で
き
る
よ
う
取
組
む
。

②
構
内
外
の
駐
車
場
拡
張
整
備
は
で

き
な
い
か
。

答
弁　

火
葬
場
利
用
の
現
況
か
ら
も
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
充
分
に
確
保
で
き

て
い
る
も
の
と
考
え
る
が
、
構
外
の

駐
車
場
は
未
舗
装
の
う
え
、
不
整
形

で
安
全
面
か
ら
も
利
用
さ
れ
る
方
々

に
大
変
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
現

状
に
あ
る
。

　

当
面
は
利
用
者
の
安
全
確
保
を
図

り
な
が
ら
、
旧
炉
の
改
修
と
併
せ
て

周
辺
環
境
と
調
和
し
た
形
で
整
備
で

き
る
よ
う
、
衛
生
管
理
組
合
や
知
名

町
と
も
協
議
を
行
い
取
組
ん
で
い
く
。

質
問
２
　
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す

自
然
災
害
等
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ば
せ

る
た
め
に
も
、
教
育
現
場
に
早
期
に

太
陽
光
発
電
導
入
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
生

徒
に
環
境
問
題
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
狙
い
で
、
県
立
高
校
四
一
校
に

十
ｋ
ｗ
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

し
て
あ
る
。
本
町
も
今
後
の
事
業
実

施
に
向
け
て
、
第
五
次
総
合
振
興
計

画
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
も

掲
載
し
、
国
の
政
策
も
見
極
め
な
が

ら
、
安
全
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付

金
等
を
活
用
し
て
前
向
き
に
検
討
す

る
。

質
問
３
　
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業（
担

い
手
育
成
型
）
等
、
様
々
な
農
地
整

備
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
自
然
林
の

減
少
で
地
球
温
暖
化
に
与
え
る
影
響

は
少
な
く
な
い
。
環
境
に
配
慮
し
た

一
人
一
木
運
動
を
推
進
で
き
な
い
か
。

答
弁　

一
人
一
木
推
進
に
つ
い
て
は
、

水
資
源
の
確
保
や
地
盤
の
安
定
化
、

防
風
、
防
潮
な
ど
の
環
境
保
護
の
面

か
ら
大
変
貴
重
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
自
然
環
境
保
全
に
努
め

て
い
く
。
又
、
来
年
度
は
町
制
施
行

七
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

町
民
の
自
然
環
境
に
対
す
る
認
識
を

高
め
る
た
め
に
、
ゆ
り
の
ふ
る
さ
と

基
金
等
を
活
用
し
て
、
町
を
あ
げ
て

植
栽
運
動
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
　
白
百
合
土
地
改
良
区
の
運
営

に
つ
い
て
。

①
問
題
点
の
整
理
が
な
さ
れ
、
ど
の

よ
う
な
改
善
が
図
ら
れ
、
自
立
し
た

運
営
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

改
良
区
の
現
状
と
料
金
改
定

の
必
要
性
を
組
合
員
に
周
知
徹
底
し
、

更
な
る
水
利
用
の
推
進
と
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
運
営
に
役
職
員
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
畑
か
ん
推
進
の
具
体
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

沖
永
良
部
島
畑
地
か
ん
が
い

推
進
協
議
会
で
地
区
毎
に
末
端
散
水

器
具
の
実
演
会
及
び
畑
か
ん
の
必
要

性
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
。
今
後
、
更
な
る
水
利
用
の
推
進

を
図
る
た
め
、
埋
設
型
の
散
水
施
設

を
財
政
支
援
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

③
国
営
改
良
区
に
向
け
た
取
り
組
み

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

統
合
整
備
準
備
委
員
会
、
統

合
整
備
推
進
委
員
会
を
設
立
し
、
合

併
時
期
を
平
成
二
四
年
度
と
し
、
そ

れ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
又
、
合
併
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
、
合
併
担
当
者
を
置
き
具
体
的

な
調
整
を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
の
あ
る
情
報
等
を
開
示
で
き
な

い
も
の
と
定
め
て
い
る
。

②
字
区
長
、
民
生
委
員
等
へ
の
情
報

公
開
範
囲
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

字
区
長
に
つ
い
て
は
、「
和
泊

町
字
区
長
に
関
す
る
規
則
」
第
三
条

に
「
町
長
の
執
行
す
る
行
政
に
関
す

る
事
務
を
補
佐
す
る
」
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
又
、
民
生
委
員
は
、
民
生

委
員
法
に
基
づ
く
特
別
職
の
地
方
公

務
員
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
れ
ぞ

れ
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
活
動
に
必
要
な
情
報

の
提
供
を
行
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た

制
限
の
例
外
と
考
え
る
。
町
と
し
て

は
、
関
係
法
令
の
趣
旨
、
字
区
長
及

び
民
生
委
員
の
職
務
内
容
等
を
踏
ま

え
、
そ
の
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
必
要
な
情
報
は
提
供
す
る
。

永野利則議員

伊集院徳二議員

１　

厚
生
施
設
火
葬
場
の
整
備
に
つ
い
て

２　

教
育
行
政
に
つ
い
て

３　

自
然
環
境
整
備
に
つ
い
て

白
百
合
土
地
改
良
区
の
運
営
と
議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て

駐車場の拡張を求められた火葬場

頑張れ白百合土地改良区
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質
問
　
次
年
度
に
向
け
た
事
業
計
画

に
つ
い
て
。

①
第
五
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
実
施

計
画
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中

心
に
過
疎
自
立
促
進
計
画
と
並
行
し

て
策
定
を
進
め
て
い
る
。
尚
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
事
業
や
住
宅
整
備
事
業
な
ど
大
き

な
事
業
を
実
施
す
る
と
き
に
策
定
し

て
お
り
、
来
年
度
は
住
宅
整
備
事
業

に
関
す
る
住
生
活
基
本
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。

②
次
年
度
に
向
け
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
事
業

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

奄
振
の
ソ
フ
ト
事
業
で
要
望

し
た
太
陽
光
発
電
や
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
、
花
き
選
花
施
設
整
備
に
つ
い

て
は
、
雇
用
確
保
の
面
等
か
ら
奄
振

事
業
の
趣
旨
と
一
致
せ
ず
、
又
、
担

当
部
局
事
業
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
で
き

る
こ
と
か
ら
、
奄
振
事
業
で
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
従
来
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
予
算
の
減
額
等
事
業
の
見

直
し
で
一
部
遅
れ
て
い
る
事
業
も
あ

る
が
、
概
ね
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
。

質
問
　
奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
の

在
り
方
に
つ
い
て
。

奄
美
群
島
事
務
組
合
の
出
向
職
員
の

派
遣
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
弁　

奄
美
全
体
で
発
信
し
な
け
れ

ば
成
し
得
な
い
、
奄
振
事
業
に
よ
る

自
立
的
発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
施
策

な
ど
を
中
心
に
広
域
事
務
組
合
を
う

ま
く
活
用
す
る
方
向
で
職
員
を
派
遣

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
。

区
長
会
や
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

で
議
員
定
数
の
削
減
が
話
題
に
な
て

い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁 

平
成
二
十
年
度
の
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
や
同
時
期
で
開
催
し
た

行
政
懇
談
会
に
お
い
て
も
、
町
民
か

ら
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
区
長
会

で
も
話
題
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

多
く
の
自
治
体
で
議
員
定
数
の
削
減

が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行

財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
今
後
、

議
会
に
お
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

質
問
１
　
①
本
町
の
財
政
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

本
町
の
平
成
二
十
一
年
度

決
算
状
況
は
、
財
政
力
指
数
が
〇
．

一
七
％
、
経
常
収
支
比
率
が
九
二
．

三
％
、実
質
公
債
比
率
が
一
五
．五
％
、

将
来
負
担
比
率
が
一
四
七
．
二
％
、

地
方
債
残
高
が
一
〇
八
億
、
積
立
金

現
在
高
が
一
五
億
と
な
っ
て
い
る
。

②
自
主
財
源
の
確
保
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
弁　

収
納
対
策
課
を
中
心
と
す
る

未
収
金
の
回
収
に
全
力
を
あ
げ
、
公

共
物
等
へ
の
広
告
掲
載
、
公
有
財
産

の
売
却
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
を

進
め
て
い
く
。

③
外
郭
団
体
の
負
担
金
の
見
直
し
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

本
年
度
計
画
し
て
い
る
、「
事

務
事
業
見
直
し
検
討
委
員
会
」
に
お

い
て
、
各
種
団
体
の
事
務
事
業
の
妥

当
性
や
補
助
金
額
の
適
正
等
に
つ
い

て
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
来
年
度
予

算
編
成
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問
２
　
①
障
が
い
者
（
児
）
の
入

所
施
設
の
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答
弁　

当
面
は
島
外
の
障
害
者
施
設
、

及
び
病
院
等
に
入
所
や
入
院
し
て
い

る
方
々
の
保
護
者
の
見
舞
い
や
、
島

外
の
専
門
治
療
等
を
必
要
と
し
て
い

る
児
童
等
へ
の
旅
費
助
成
の
拡
充
を

図
り
、
知
名
町
と
も
連
携
を
と
り
な

が
ら
施
設
整
備
の
研
究
、
検
討
を
進

め
る
。

②
集
落
の
維
持
活
性
化
に
向
け
た
交

付
金
の
創
設
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

集
落
の
維
持
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
集
落
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
対
策

と
空
家
な
ど
の
改
修
に
よ
る
移
住
定

住
対
策
を
推
進
す
る
。
又
、
地
域
住

民
が
自
主
的
に
共
生
・
協
働
の
地
域

づ
く
り
を
構
築
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
事
業
な
ど
に
も
、
過
疎
債
の
活
用

を
検
討
し
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
を

推
進
す
る
。

質
問
３
　
①
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
予
防
助
成
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

厚
生
労
働
省
は
平
成
二
三
年

度
予
算
の
特
別
枠
で
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
対
策
強
化
事
業
と
し
て
約

一
五
〇
億
円
を
計
上
し
、
国
・
県
・

市
町
村
で
負
担
し
あ
っ
て
助
成
す
る

仕
組
み
を
想
定
し
て
い
る
。
島
内
の

各
医
療
機
関
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で

は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

実
績
は
な
い
が
、
希
望
者
が
い
れ
ば

接
種
可
能
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

今
後
県
内
の
状
況
を
見
守
り
な
が
ら

対
処
す
る
。

②
空
家
等
を
活
用
し
た
子
育
て
交
流

施
設
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

現
在
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
交
流
活
動
と
利
用

者
の
現
状
、
既
存
施
設
の
活
用
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
地
域
の
育

児
力
の
活
用
等
，
総
合
的
に
検
討
す

る
。

盛　泰夫議員

１　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

２　

和
泊
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

３　

子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て

落成なったスマイル館
「にゃーとぅ」



平成22年11月25日発行／第109号 和泊町議会だより ⑥

平 成 22 年  第 ３ 回 定 例 会
平成22年度一般会計予算 60億2643万8千円

1億3230万6千円を追加

９月14日から10月１日までの18日間

玉
城
字
に
介
護
予
防
施
設

「
ス
マ
イ
ル
館
に
ゃ
ー
と
う
」
設
置

和
泊
町
防
災
無
線
施
設
着
工
へ

可
決
さ
れ
た議

案
事
項

◎
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
で
は
、
前
年
度
剰
余
金

繰
越
金
１
億
３
９
２
５
万
８
千

円
、
地
方
特
例
交
付
金

１
５
１
８
万
４
千
円
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
負
担
金
４
４
９
万
７
千
円

の
増
額
、
農
業
振
興
費
補
助
金

３
９
３
２
万
７
千
円
の
減
額

等
、
歳
出
で
は
ご
み
処
理
施
設

交
付
税
公
債
費
知
名
町
負
担
金

７
０
４
７
万
７
千
円
、
財
政
調

整
基
金
積
立
金
３
０
０
０
万
円
、

町
道
与
名
原
平
線
改
良
舗
装
事

業
費
１
９
４
１
万
円
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
業
務
委
託

料
９
６
８
万
５
千
円
、
さ
と
う

き
び
安
定
生
産
確
立
対
策
事
業

国
庫
補
助
金
２
９
７
８
万
５
千

円
、
環
境
と
調
和
し
た
農
業

推
進
事
業
費
国
庫
補
助
金

１
０
０
０
万
円
の
減
額
等
の
予

算
措
置
で
、
歳
入
円
の
減
額
等

の
予
算
措
置
で
、
歳
入
円
の
減

額
等
の
予
算
措
置
で
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
億
３
２
３
０
万
６
千

円
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

60
億
万
２
６
４
３
万
８
千
円
と

す
る
。

◎
平
成
22
年
度
和
泊
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

　

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険

税
１
９
７
万
５
千
円
、
療
養
給

付
費
交
付
金
18
万
６
千
円
及
び

繰
越
金
４
２
１
万
８
千
円
の
増

額
、歳
出
で
は
、総
務
費
79
万
円
、

保
険
給
付
費
１
４
万
７
千
円
及

び
諸
支
出
金
６
５
５
万
８
千
円

の
増
額
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
１
２
５
１
万
円
及
び
前
期
高

齢
者
納
付
金
等
６
万
３
千
円
減

額
等
の
予
算
措
置
で
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
75
万
６
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

10
億
７
８
６
万
８
千
円
と
す
る
。

◎
平
成
22
年
度
和
泊
町
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
出
の
諸
支
出
金
１
万
４
千

円
の
増
額
、
医
療
諸
費

１
万
４
千
円
の
減
額
の
予
算
措

置
で
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
補
正
前
と
同
額
の
１
０
１
万

円
。

◎
平
成
22
年
度
和
泊
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
で
は
、
保
険
料

64
万
９
千
円
及
び
繰
越
金

１
９
６
５
万
６
千
円
の
増

額
、
歳
出
で
は
、
保
険
給
付

費
８
３
２
万
円
及
び
諸
支
出

金
１
１
９
８
万
５
千
円
増
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
０
３
０
万
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
億
８
８
０
２
万
７
千
円
と
す

る
。

◎
平
成
22
年
度
和
泊
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
で
は
、
諸
収
入

34
万
１
千
円
及
び
繰
越
金

82
万
１
千
円
の
増
額
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料

２
０
７
万
４
千
円
の
減
額
、
歳

出
で
は
、
保
健
事
業
費
27
万
円

及
び
諸
支
出
金
８
万
円
の
増

額
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
１
７
５
万
６
千
円
の

減
額
等
で
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

91
万
２
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
７
０
４
６
万
５
千
円

と
す
る
。

◎
平
成
22
年
度
和
泊
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

備
品
購
入
等
の
増
額
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

補
正
予
算
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歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
５
万
４
千

円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
２
５
７
２
万
１
千
円
と
す

る
。

◎
平
成
22
年
度
和
泊
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

町
単
独
事
業
費
等
の
増
額

に
よ
り
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
２
７
万
８
千
円
を
増
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
５
４
２
９
万
３
千
円
と
す

る
。

◎
平
成
22
年
度
和
泊
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

後
蘭
浄
水
場
硬
度
低
減
化
処

理
施
設
の
副
産
物
の
乾
燥
・
貯

蔵
施
設
建
設
に
伴
う
増
額
。

◎
平
成
21
年
度
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

の
決
算
は
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果

10
会
計
は
い
ず
れ
も
認
定
す
る

も
の
と
決
定
し
た
。
詳
細
は
次

面
に
記
載
）

◎
和
泊
町
定
住
促
進
住
宅
用
地

の
貸
付
け
及
び
譲
渡
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

町
有
地
を
活
用
し
、
移
住
・

定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
の
も

の
。

◎
和
泊
町
有
線
テ
レ
ビ
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

　

和
泊
町
新
有
線
テ
レ
ビ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
施
設
が
整
備
さ
れ
、

平
成
７
年
に
設
置
さ
れ
た
和
泊

町
有
線
テ
レ
ビ
施
設
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

◎
和
泊
町
立
保
育
所
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
　

和
泊
保
育
所
の
よ
り
効
率
的

な
運
営
を
図
る
た
め
、財
産
（
建

物
）
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
無

償
譲
渡
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ

に
よ
り
町
立
保
育
所
と
し
て
の

併
用
を
廃
止
す
る
も
の
。

◎
和
泊
町
介
護
予
防
拠
点
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　

新
た
に
介
護
予
防
拠
点
施
設

を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
和
泊
町
地
域
産
業
振
興
開
発

基
金
条
例
等
を
廃
止
す
る
条
例

の
制
定

　

和
泊
町
地
域
産
業
振
興
開
発

基
金
条
例
等
は
初
期
の
目
的
を

ほ
ぼ
達
成
し
て
お
り
、
ま
た
、

基
金
残
高
も
少
額
で
あ
り
基
金

事
務
の
簡
素
化
の
観
点
か
ら
廃

止
す
る
も
の
。

◎
和
泊
町
教
育
委
員
会
委
員
の

の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
う
再
任
同
意

逆
瀬
川　

勝
久
氏　

68
歳

（
上
手
々
知
名
）

◎
財
政
健
全
化
判
断
比
率
に
つ

い
て

◎
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◎
和
泊
町
立
保
育
所
（
建
物
）

の
譲
渡
に
つ
い
て

◎
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て

◎
県
道
「
下
平
川
・
内
城
線
」

歩
道
併
設
要
望
書
に
つ
い
て

※
採
決
反
対
議
員

　

豊
枝　

敏
勝　

宮
田　

裕
雄

　
（
２
名
）

　
採
決
賛
成
議
員

　

盛　
　

泰
夫　

平　
　

勝
美

　

泉　
　

秀
樹　

永
野　

利
則

　

谷
山
健
一
郎　

赤
山　

俊
彦

　

伊
集
院
徳
二　

山
下　

幸
秀

　

福
山　

峯
之　

和　
　

正
巳

　
 （

10
名
）

前
田　

力
議
員
は
議
長
の
た
め

採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◎
30
人
以
下
学
級
実
現
、
教
育

賃
金
改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
に
関
す
る
意
見

書◎
県
道
「
下
平
川
・
内
城
線
」

歩
道
併
設
に
関
す
る
意
見
書

◎
臨
時
会
の
招
集
権
を
議
長
に

付
与
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書◎
県
道
「
瀬
名
・
和
泊
線
」
歩

道
整
備
に
関
す
る
意
見
書

決
算
認
定

条
例

人
事
案
件

そ
の
他

採
択
さ
れ
た
陳
情
等

意
見
書
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　【歳入】６９億７８４２万５千円　　　　　　　　　　 【歳出】６７億５５１１万５千円
　　　　 （対前年度比 6411 万円減）　　　　　　　　　　　　　　（対前年度比 1 億 5436 万 8 千円増）

　 

 

　【歳入】２５億１０６６万７千円　　　　　　　　　　【歳出】２４億２２１６万円 
　 （対前年度比 １億１9 ５8 万１千円減）　　　　　　　　　　　　（対前年度比 １億５６０３万２千円減）

平成２１年度　全ての会計決算を認定
 

平成２１年度の一般会計及び特別会計・水道事業会計は決算審査特別委員会に付託審査され，最終本会議
で採決の結果全ての決算が認定されました。

一般会計

特別会計

水道事業会計

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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監　査　報　告
和泊町代表監査委員　　上原　　清

［各会計決算審査意見要約］
　単年度収支は赤字であったが、実質単年度収支は黒字になった。小泉改革の負の側面を克服して出
直す体制は出来たと言える。ただ、それがバラマキの方向に向わないよう成長の道筋を明示していく
必要がある。交付税等の歳入増が前年より続いてきた点もあるが、歳出減の努力の結果と言える。そ
の主な要因は人件費、投資的経費の抑制によるものと思われる。投資的経費は普通建設事業費の補助
事業費の減が大きい。経常収支比率は依然として９０％台にあり、財政力指数も悪化している。町独
自の判断で自立した自治運営がなされるよう、強力な指導性を発揮されたい。

［水道会計決算審査意見要約］
　７次計画や昨年策定した水道ビジョンの、長期的計画に基づいて業務履行がなされており、水道経
営における和泊町の伝統が受け継がれている。収益は改善したが、それは料金値上げによるもので、
需要そのものは減少傾向にある。硬度低減化工事を島外からの飲料水購入減に結びつける努力が必要
になる。地理的に不利な条件をプラスに変え、より一層の経営改善に努められたい。

［財政健全化審査意見書］
 　収支比率は単体、連結共に黒字になり、イエローカード（α値）のおそれはない。連結実質赤字比
率は△ 10.28% で、実質赤字比率は下水道や国保へ基準外繰出を行っても△ 5.87% になった。夕張問
題等、全国的に騒がれている財務規律の問題は本町には該当しない。しかしながら、実質公債比率は
15.5%、将来負担比率は 147.2% である。実質公債比率は、前年度より改善したとはいえ、地方財政法
の制限比率 18% の目前にある。将来負担比率も 150% になると事前チェックがある。国保会計や下水
道会計等、改善すべき分野は多い。各課行われている健康づくり事業も、それぞれの実証効果を捉え
る必要がある。下水道会計の高資本費対策は国の支援等もあり、 当面は問題ないと思われる。処理費に
ついては、営業収入でカバーするのが全国的水準であり、資本費を含めて７割を目標とすべきと言わ
れている。本町では、処理費の６割が営業収入で賄われている。財務規定の法適用を行い、各処理場
の収支が明らかになれば、問題解決の方向も見えてくる。東部地区等は、収支良好であろう。白百合
土地改良区への出資は将来負担比率に直接には算入されていないが、不良債権化した場合は悪化の原
因になるだろう。各団体が厳しく、たくましく育つよう全町一丸となって努力されたい。

財政用語と参考資料
 ［健全化判断比率とは？］
 ①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率の４つの指標で、それぞ
れの比率に応じて「健全」「早期健全化」「財政再生」の３段階に区分されます。この比率のうち１つ
でも早期健全化基準以上となった場合は、財政健全化計画を議会の議決を経て定める必要があります。
 ［実質赤字比率とは？］
　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計等の赤字額を町税等の財源の規模と比
較して指標化し財政運営の深刻度を示します。
 ［連結赤字比率とは？］
　すべての会計の赤字と黒字を合算して、その団体としての全体の資金の不足の程度を把握するため、
町税等の財源の規模と比較して指標化し、地方公共団体全体としての運営の深刻度を示します。
 ［実質公債費比率とは？］



　借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示します。
［将来負担比率とは？］
　地方公共団体の一般会計の借入金や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程度
を指標化し、将来、財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。

［経常収支比率とは？］
 　支出するもののうち、人件費や公債費など経常的な支出に、町税などの経常的収入がどの程度充当
されているかにより、財政構造の弾力性を判断する指標。

［財政力指数とは？］
　全国の地方公共団体の財政力を同じ尺度で測るための指標。

 ［平成２１年度郡内財政状況比較表］
実質公債費比率 将来負担比率

降順 市町村名 実質公債費比率 降順 市町村名 将来負担比率
１ 喜界町 １２．０ １ 龍郷町 ７３．８
２ 龍郷町 １３．７ ２ 喜界町 ８６．７
３ 伊仙町 １４．７ ３ 大和村 ９４．７
４ 与論町 １５．０ ４ 宇検村 ９５．１
５ 和泊町 １５．５ ５ 与論町 １０８．６
６ 奄美市 １５．７ ６ 奄美市 １１９．２
７ 天城町 １６．５ ７ 徳之島町 １２５．３
８ 徳之島町 １７．２ ８ 天城町 １３１．９
９ 瀬戸内町 １８．４ ９ 瀬戸内町 １３３．６

１０ 知名町 １８．６ １０ 和泊町 １４７．２
１１ 大和村 １８．７ １１ 知名町 １５９．１
１２ 宇検村 １９．２ １２ 伊仙町 １７０．７

早期健全化 ２５％以上 早期健全化 ３５０％以上
財政再生 ３５％以上 財政再生 −

経常収支比率 財政力指数
降順 市町村 経常収支比率 降順 市町村名 財政力指数
１ 徳之島町 ８８．２ １ 奄美市 ０．２７
２ 龍郷町 ８８．５ ２ 徳之島町 ０．２３
３ 伊仙町 ８８．５ ３ 龍郷町 ０．１８
４ 知名町 ８８．８ ４ 喜界町 ０．１８
５ 喜界町 ８９．２ ５ 和泊町 ０．１７
６ 大和村 ９０．５ ６ 天城町 ０．１７
７ 宇検村 ９１．９ ７ 知名町 ０．１７
８ 和泊町 ９２．３ ８ 瀬戸内町 ０．１６
９ 瀬戸内町 ９２．７ ９ 与論町 ０．１５

１０ 奄美市 ９４．３ １０ 伊仙町 ０．１３
１１ 天城町 ９４．６ １１ 宇検村 ０．１１
１２ 与論町 ９８・９ １２ 大和村 ０．０８

健全エリア数値 ７５％未満 健全エリア数値  １に近い程良い

健 全 化 判 断 比 率
平成２２年度

（平成２１年度決算）
早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 − １５．０
連 結 実 質 赤 字 比 率 − ２０．０
実 質 公 債 費 比 率 １５．５ ２５．０
将 来 負 担 比 率 １４７．２ ３５０．０ 

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）
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 ［平成２１年度和泊町財政指標］



　６月２９日から７月２日まで、総務文教常任委員会６名、議会事務局１名、教育委員会２名、保健
福祉課１名、社協１名の計１１名で沖縄県宮古島市の所管事務調査を行った。宮古島市は、平成１７
年１０月１日に１市３町１村の合併で誕生し、５年目を迎えたた新しい市である。人口約５万６千
人、山岳部は少なく、高い所で海抜１１３ｍと、隆起サンゴ礁からなる島々は平坦で大きな河川もな
く、生活用水も地下水に頼っており、農業用水の安定的確保については、我が国初めての大型地下ダ
ムを建設し、さとうきび中心の水利農業を推進する等、本町が目指す農業形態と似通っている。
　本町教育委員会より、宮古島市教育委員会へ提出済み質問事項の説明を受けた後、自由質疑応答形
式で下記の問題点について調査した。
（１）離島における学力向上について
　学力向上に対する取り組みはさほど大差ないが、学校予算については実に豊かであった。例えば電
子黒板は、市内にある小学校１５６学級、中学校７６学級全てに整備されている。県学力到達度調査
においては、県平均より宮古島は上位にある。現在の取り組みとしては、「子どもと子どもが語り合
う」機会を設けると共に、学習意欲の向上については、習得したものを活用する事を心掛け、授業に
関連した宿題を出している。又、学力向上を目指し、教育事務所は指導主事８名体制で臨んでいる。
（２）義務教育後の特別支援学級体制について
　２１年度特別支援学級からの卒業生５名の進路は、島内にある県立特別支援学校高等部へ２名進
学、島外施設へ２名入所、１名は就職しており、生徒や保護者の精神的、経済的な負担軽減がなされ
ていた。
（３）社会体育施設とその規模について
　国体のバレー等誘致を目的に、総合体育館が昭和５８年に建築され、今年の高校総体の男子バレー
の会場にもなった。「スポーツアイランド宮古島」と称し、体育施設の充実を図り、中でも、市民
球場、多目的屋内運動場はオリックスのキャンプ地として利用されており、その相乗効果として、年
間、約３５万の観光客誘致等、経済波及に貢献している。
（４）文化施設整備とその規模について
　宮古島文化ホールの２１年度稼動率は４３％であり、維持管理費に年間，約１億３千万と高額な費
用を必要とされている。
（５）宮古島島市における産科医療について
　宮古島市には県立病院があり、産科医の確保についてはそれほど深刻ではないが、近年の産科医不
足から、定数確保対策が必要となっている他、県立病院内に助産師外来の設置を検討している。
（６）その他
　①周産期における救急搬送における助成制度はない。
　②異常分娩対策については、妊婦検診の有効活用を推進している。
　③長期的展望による医師の養成については、医学部学生を対象とした奨学金制度により、研修終了
時に県指定の僻地離島勤務が命ぜられる。

先進事例に学ぶ！
総務文教委員会

☆常任委員会所管事務調査報告☆
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　　期　日　１０月２２日
　　調査地　沖縄県伊江村
　　事　項　①伊江村が取組むバイオマス事業について
　　　　　　②伊江村が取組む民泊事業について
　　　　　　③急患搬送対策について
　①伊江村ではバイオマスアイランド構想を策定しているが、この構想は高バイオマス量さとうきび
栽培とそれを原料とする砂糖及びエタノール製造を中心に、畜産や葉タバコ栽培など伊江村の主要産
業である農業と関連させながら、バイオマス資源が島内で有機的に循環し、持続的に発展可能な地域
モデルを実現させようというものである。高バイオマス量さとうきびとは、従来種より一株当りの茎
数が極めて多く、かつ、株の再生力が旺盛で、複数年の連続株出し栽培では単位面積当りのバイオマ
ス生産量が従来種の２倍以上となる。そのため、単位面積当りの蔗糖量が従来種より多くなり、又、
燃焼エネルギー源として利用可能なバガスの生産量も、従来種の３倍以上と大きく増加する。さらに
は、乾燥や荒地、台風の影響など食料作物が栽培しにくい不良環境に比較的強いとのことであった。
　又、「ハイビスカス」ブランド創出事業を取り入れており、その事業で建設されたビニールハウス
の展示棟には、約１，０００種のハイビスカスが植栽されており、様々な色の花が咲き乱れていた。
この花は年間を通じ鑑賞できるとのことである。
　②伊江村では民泊事業が大きな島興し事業となっている。第一次産業を絡めた観光産業の育成は、
当初、旅館組合側からの反発もあり、受入れ態勢も整っていなかった為、試行錯誤の段階から、今で
は平成２１年度実績で全国から１５７校、延べ児童生徒数２６，３５７名の入村となり、その経済効
果は村中に波及し、登録民家数も１６０軒と一大産業に発展している。農業を取巻く環境や公共事業
の減少を見据えた村おこし事業の成功例であった。
　③急患輸送対策として、北部地区医師会による救急ヘリ「ＮＰＯ法人ＭＥＳＨ（メッシュ）サポー
ト」の運用を開始している。ＭＥＳＨサポートとは、国・県の補助事業として行っている公的ドク
ターヘリを補完し、沖縄県北部離島を中心とした過疎地域の医療格差を解消すること、そして、将来
的には２機目のドクターヘリを導入をサポートしているとのことである。
　　
　　期　日　１０月２２日
　　勉強会　(株)沖縄物産企業連合　代表取締役　宮城弘岩先生
　　事　項　市場経済と物流について
　助　言　①日本の陸上輸送はコストが高すぎるので、海上輸送を考えてはどうか。
②これからは、インターネットを活用した販売が主流になってくるので、農家自身がインターネット
を活用して個人で販売する方法も考えてみてはどうか。③これからの農業は、高付加価値のある農産
物に絞り、コンビニ等で受け取るシステムを考えてみたらどうか。

　　期　日　１０月２３日
　　調査地　浦添総合病院　棚田病院長表敬訪問
　浦添総合病院は民間病院であるが、国のドクターヘリ事業も行っており、本町もその運航範囲には
いり、又、度々救急患者が搬送されていることから、棚田病院長を表敬訪問した。ドクターヘリ運航
に関する患者の費用負担については、鹿児島県が沖縄県に１件につき４５万５千円負担しているとの
ことで、ヘリでの搬送そのものは無料であるが、現場や機内で行った治療については、医療保険の範
囲内で医療費を負担していただくことになっている。

経済建設委員会
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エタノール製造施設 伊江村農林水産課の事業説明 宮城弘岩先生との勉強会
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　平成２２年９月１４日第３回定例会において、各常任委員会の選任と議会運営委
員会の選任があり、下記のとおり、それぞれ選任されました。

総務文教常任委員会（定数７人）
①平　　勝美 ②山下　幸秀  ③盛　　泰夫 ④豊枝　敏勝
⑤宮田　裕雄 ⑥和　　正巳

委員長　　盛　　泰夫
副委員長　平　　勝美

（所管事務）
　・議会に関する事項。
　・総務課・税務課・収納対策課・企画課・町民支援課・保健福祉課・教育委員会 
　　の所管に関する事項。
　・他の常任委員会の所管に属さない事項。
　・その他，議会において特に指定した事項。

経済建設常任委員会（定数７人）
①泉　　秀樹  ②永野　利則 ③谷山健一郎 ④赤山　俊彦
⑤伊集院徳二 ⑥前田　　力 ⑦福山　峯之

委員長　　伊集院徳二
副委員長　赤山　俊彦

（所管事務）
　・経済課・農業委員会・土木課・耕地課・生活環境課の所管に関する事項。
　・その他，議会において特に指定した事項。

議会運営委員会（定数６名）
①泉　　秀樹 ②伊集院徳二 ③盛　　泰夫 ④豊枝　敏勝
⑤和　　正巳 ⑥福山　峯之

委員長　　福山　峯之
副委員長　盛　　泰夫

（所管事務）
　・議長の諮問を受けて、定例議会や臨時議会の運営のあり方（会期・会期日程・
　　各議案・陳情の取扱い等を調査する。
　・議会の会議規則・委員会における条例等について調査及び審査する。

議会報編集委員（定数４名）
①泉　　秀樹 ②平　　勝美 ③山下　幸秀 ④永野　利則

委員長　永野　利則
副委員長　平　　勝美

新常任委員会構成
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　第１４回子ども議会が、８月４日（水）町議会議事堂で行われました。
　関口幸一君（和泊中学校３年）を議長に、和泊中学校４名、城ケ丘中学校５名の議員が一般質問を行いまし
た。傍聴席で、両校の先生方や生徒約３３人が熱い視線を送る中、環境対策や教育福祉問題、産業の振興等中学
生の目線で現状を訴え、解決策を問いました。　次代を担う子ども議員の質問に、担当課長も本会議同様真剣に
対応していました。

【質問議員とその概要】
氏　　　名 学 校 名 質問の概要

川村　浩平 城中３年
◎沖永良部は農業の島でありながら、農業について学ぶ学科がない為、島
外の学校に進学している。将来の担い手である子ども達が安心して勉強で
きるよう、沖永良部高校に農業科を設置できないか。

吉野　雄大 和中３年
◎和泊町では、地域の方々とのふれあいの場が少ないのではないか。いろ
いろなイベントを企画して、幅広い年代の方々と交流する機会をつくるこ
とができないか。

前田　咲紀 城中３年
◎沖永良部の大切な文化財を保存する為、文化財をめぐるツアーを企画し
観光客を誘致できないか。また、沖永良部の歴史をホームページで紹介し
たり、文化財を記した看板の設置等ができないか。

東　　優志 和中３年
◎沖永良部にはきれいな海が数多くあり、島をアピールできる観光資源だ
と思うが、施設や、管理者を確保し遊泳場所を増やす取り組みができない
か。

三島　愛美 城中３年
◎お年寄りの住みやすい環境づくりの為に、①お年寄りが多く利用する場所
に様式トイレと手すりを設置できないか。②ゲートボール場に日陰になるも
のを設置できないか。③バス停等、休憩場に椅子を多く設置できないか。

荒川　珠梨 和中３年
◎和泊町は花々が咲くきれいな町だが、道路脇にはゴミが散乱している。
町内の清掃活動を各小中学校のボランティア活動として取組めないか。
又、町としてどのような支援ができるか。

大山五十和 城中３年
◎花がもっとあふれる島にする為に、各字ごとの公民館や花壇に四季折々
の花を植えたり、一家一鉢運動や、また、休耕地に観光用の花を植栽でき
ないか。

川添　恭平 和中３年 ◎通学路の中には、街灯がなかったり、歩道が狭く危険な箇所があるた
め、安心・安全な通学路を作ってもらえないか。

村山　　敬 城中３年
◎海岸には漂流物等のゴミが散乱している。また、文化財周辺のゴミも多
い。環境問題について町民に広く関心を持ってもらう為、町のエコバッグ、
エコグッズ等を作ったらどうか。環境保護に積極的に取組んでほしい。

「子ども議会を体験して」　第１４代和泊町子ども議会議長　関口幸一　

　今回、僕が議長を務めることになり、「僕にできるかなあ」と心配になりました。リハーサルで初めて議長席
に座った時は正直、｢本当に大丈夫かな」という不安でいっぱいになり、緊張のせいか早口になり上手くしゃべ
れませんでした。今日、議長を務めさせていただき、思ったとおり緊張しましたが、リハーサルをさせてもらっ
たことと、皆さんの協力のおかげで少し落ち着くことができました。僕たちは社会の時間などに、和泊町や自分
たちの学校について改めて見つめ、意見を出し合ったりしました。今までは当たり前に思っていたことも、みん
なで意見を出し合って、よりよい町づくりの為に何ができるか考え、それを実践していきたいと思います。そし
て、大人も子どもも、すべての人が暮らしやすい町になればいいと思います。今回はこのような貴重な機会をい
ただき、ありがとうございました。

生の議会を体験　 ー子ども議会ー 平成22年８月４日（水）　午前９時開会


